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8月の展望
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　東証プライム市場の売買代金は減少傾向が続い
ており、7月20日には5月11日以来約2ヵ月ぶり
に3兆円を割り込むなど、様子見姿勢が強まって
いる。4～6月にかけた海外投資家の急速な日本
株買いは、日米双方の金融政策の方向性を探りな
がら一巡した印象を受ける。
　小売業が中心の24.2期1Q(3-5月)決算発表は、
営業利益が新型コロナ前の20.2期水準をほぼ回復
するなど、良好な結果であった(4ページ参照)。
8月に明らかになる24.3期1Q(4-6月)決算発表
に対しても、堅調な結果が期待されよう。順調な
業績進捗が確認されることで、通期会社計画の上
方修正期待へと繋がる可能性もある。
　年後半の相場に向けて、業績に安心感があり株
価に過熱感のないセクターを選択したい。百貨店
や専門店、外食、ドラッグストア、情報通信、鉄
道、建設等の内需株に安心感があると考える。外
需では、自動車やFA関連に注目したい。

（7/26 田部井)

市場の期待は金融政策から企業業績に変化

7月の銘柄・業種別騰落率（6/30→7/25）年後半の相場に向けて備える時



銘柄
スクリーニング
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◇今期業績が改善見通しで、株価が投資家の平均売買コストを上回っている銘柄
（選択条件）
・東証スタンダード、グロース市場指数採用で、23年9月～24年3月に本決算を迎える銘柄。
・23年度業績会社計画が売上高、経常利益ともに前期比伸び率30％以上(黒字転換、赤字縮小含む)。
・株価が200日移動平均に対して上方かい離(0.1％以上50.0％以下)。
・25日平均売買代金が多い上位24銘柄を選択。

（データは7月24日現在）

業績改善・伸長見通しの中小型株



特  集
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　2月期決算が出揃った。プライム市場(金融除く)の24.2期1Q(3-5月)は売上高が前年同期比7％増、
営業利益が9％増、当期利益が5％減。2月期は対象95社のうち、約50％が小売業。小売業は24.2期で
概ねコロナ前の直前期の水準を上回った(図表1)。四半期ごとの営業利益の比較は24.2期1Qで5％増、
反動増は一巡したといえるだろう(図表2)。

　小売業全体の業績はコロナ前に戻ったが、今期1Qから回復した企業もある。また、①猛暑予報、②訪
日外国人が6月に200万人を突破し1-6月で1,000万人超え、③コロナ禍に実施された無利子無担保の｢ゼ
ロゼロ融資｣の返済が返済本格化する中で飲食店の倒産件数が1-5月に前年同期比7割強増えた、など小売
業を取り巻く材料が多い。業績改善企業は株式市場で好感される場面が増えるだろう。 (高橋)
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（図表1）2月期1Qの小売業
売上高と営業利益

（図表2）2月期1Qの全体と小売業の
前年同期比営業増減益率の推移

（図表3）好業績が期待できる小売業

（出所）QUICKより内藤証券作成　（注）各期の対象企業で集計 （出所）QUICKより内藤証券作成　（注）各期の対象企業で集計

（出所）QUICKより内藤証券作成
（注）DDグループは継続企業の前提に関する重要事象の記載あり、SFPHDは8/21まで自己株式取得を目的とした株式公開買付実施中、営業黒
　　　転換は24.2期1Q実績、上方修正は3カ月以内に営業利益上方修正をした銘柄、営業最高益計画は24.2期営業最高益を計画している銘柄。

2月期小売決算

Ⅰ 業績はコロナ前の状況に戻った

Ⅱ 好業績を計画している企業に注目
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初値は好調、日米金利強含み全般見送り
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月前半は4-6月期決算発表に注目8月の
スケジュール


